





















































































パラメータは, FOV23 cm ,スライス厚6m,スライスギャップ0mm, b factor
= 1000 see/…2 ,マトリックス128 Ⅹ 128, NEX=2である.いま, MR装置の静
磁場の方向をZ軸,被検者の左右方向をⅩ軸,背腹方向をy軸とする.拡散テ
ンソルを測定するための画像は,運動検出磁場(MPG)を以下の6方向にかけて
撮像した;(X y z) -(1 0 1), (-1 0 1), (0 1 1), (0 1 -1), (1
1 0), (-1 1 0) .これに加えMPGを印加しないb値をゼロとした画像(bO画
像)も併せて撮像した.健常人ボランティアでは前述のように6つの異なる条
件にて撮像した.撮像シーケンス, FOV, b factor,マトリックスサイズは臨
床例と同様とし,スライス厚,スライスギャップ,加算回数(NEX)を以下の
ような異なる4つの条件で撮像した;スライス厚/ギャップ/NEX=4m/Om/2回















れにおいて,拡散係数(apparent diffusion coefficient, ADC)画像と拡散










































































































































































































- (EPI)法にて撮像され, MPGをかけない画像(bO画像)とMPG (b=1000 see/mm2)
を異なる6軸方向にかけた拡散強調像(DWI)の計7種類の画像の組からなる.
用いたMPGの方向は, (X y z) = (1 0 1),(-1 0 1),(0 1 1),(0 1







せるような補正は困難である.経験的に,上述の6つのDWIの中で, (X y z)
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図5関心領域　ROI)の設定法





























































4/0/2 偵ヲ?.01 偵迭?93 
4/0/2* 偵cB?.98 偵釘?97 
6/0/2 偵??.00 偵釘?99 
6/0/4 偵コ?.01 偵迭?88 
6/2/2 偵sR?.02 偵迭?87 













常群(9例) 偵涛?.993 偵涛?.869 
管障害群(12例) 偵涛?1.05 偵塔?.821 
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1回目と2回目の各構造の定量値の相関を,元画像でROIをとった場合(左図)と
標準化像にROIをとった場合(右図)で比較した.標準化像の方がADC, FAとも
相関が良好である.
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図10　歪み補正の効果
補正前　　　補正後
拡散テンソル画像
ADC
補正前 補正後
*colは拡散異方性を利用して白質線経の方向
をカラー表示した画像.
左右に走行する線経が赤系統,前後のものが
緑系妖,頭尾方向が青系統の色をつけて表示
している.
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